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伊
波
輝
美
常
務
理
事
の
退
職 （
県
へ
復

職
） に
伴
い
、
新
た
な
常
務
理
事
に
喜
友
名

朝
春
氏 （
県
派
遣
） が
就
任
し
ま
し
た
。
４

月
１
日
付
を
も
っ
て
、
本
会
長
よ
り
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。 （
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
名
）

 【
役
員
】

　

常
務
理
事 

喜
友
名
朝
春（
県
福
祉
保
健

部 

部
長
）

 【
人
事
異
動
お
よ
び
昇
任
】

　

事
務
局
長 

山
内
良
章（
事
務
局
次
長
兼

地
域
福
祉
部
長
）、
地
域
福
祉
部
長 

嘉
陽

孝
治（
施
設
団
体
福
祉
部
主
幹
兼
副
部
長
）、

地
域
福
祉
部
主
任 

高
橋
宏
明（
福
祉
サ
ー

ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
主
事
）

 【
人
事
異
動
】

　

民
生
部
主
幹
兼
副
部
長 

渡
名
喜
邦
夫

 （
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
副
所

長
）、
総
務
部
副
部
長 

高
良
正
樹
（
福
祉
人

材
研
修
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）、
福
祉
人
材
研

修
セ
ン
タ
ー
副
所
長 

仲
村
安
弘
（
総
務
部

副
部
長
）、
い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
副
所

長 （
兼
）
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
副
所

長 

宮
城
真
政
（
民
生
部
副
部
長
）、
施
設
団

体
福
祉
部
主
査 

上
間
直
子 （
総
務
部
主
査
）、

民
生
部
主
任 

久
根
次
薫
（
施
設
団
体
福
祉

部
主
任
）、
総
務
部
主
任 

新
崎
盛
信 （
民
生

部
主
任
）、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
主
事 

伊
良
皆
和
弘
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会
主
事 （
兼
） 企
画
広
報

部
主
事
）、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委

員
会
主
事 （
兼
） 企
画
広
報
部
主
事 

與
儀
あ

き
（
民
生
部
主
事
）、
施
設
団
体
福
祉
部
主

事 

與
儀
隆
一 （
地
域
福
祉
部
主
事
）

 【
昇
任
】

　

民
生
部
主
任 

古
見
博
信
（
民
生
部
主

事
）、
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
主
任 

渡

嘉
敷
聡（
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
主
事
）

 【
県
よ
り
派
遣
】

　

い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
所
長 （
兼
）
高

齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長 

上
地
武

徳
（
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
企
画
課
監
査

指
導
監
）

 【
県
へ
復
職
】

　

大
城
由
美
子
（
い
き
い
き
長
寿
セ
ン

タ
ー
主
査
）

 【
復
職
（
県
共
同
募
金
会
よ
り
）】

　

施
設
団
体
福
祉
部
部
長 

蓋
盛
元（
県
共

同
募
金
会
総
務
部
部
長
）

 【
休
職
（
県
共
同
募
金
会
へ
出
向
）】

　

県
共
同
募
金
会
総
務
部
副
部
長 

大
木

陽
一
郎
（
地
域
福
祉
部
副
部
長
）

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
御
中
、

琉
球
銀
行
御
中
、

住
友
生
命
相
互
会
社
沖
縄
支
社
御
中
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
沖
縄
支
店
御
中
、

渡
嘉
敷
和
子
様
、
大
城
道
子
様
、

那
覇
市
垣
花
奉
頌
会
御
中
、

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
御
中
、

浦
添
高
校　

期
生
同
期
会
御
中

１０

　

４
月
か
ら
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
前
に
本
紙
の
編
集
担
当
と
な
り
、
隔

月
で　

号
の
広
報
紙
を
発
行
し
ま
し
た
。

１８

定
期
発
行
で
き
た
の
は
、
県
社
協
職
員

で
構
成
さ
れ
る 「
広
報
委
員
会
」 の
委
員

の
皆
さ
ん
が
協
力
的
に
取
り
組
ん
で
く

れ
た
お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （
伊
良
皆
）

沖
縄
県
社
協
役
職
員
人
事
異
動
等

喜
友
名
朝
春
常
務
理
事
が
就
任

　

寄
付
者
芳
名

編

集

後

記

　

沖
縄
病
院
で
美
術
ク
ラ
ブ
に
所
属

す
る
宮
城
孝
明
さ
ん
は
、　

歳
か
ら

２８

絵
を
描
き
始
め
た
。　

歳
の
時
に
は

４０

個
展
も
開
く
ほ
ど
そ
の
腕
は
一
級
品
。

表
紙
の
絵
は　

年
前
に
婦
長
さ
ん
を

１３

モ
デ
ル
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
今

で
も
週
１
回
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
絵
筆

を
取
り
、
新
た
な
創
作
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　　   トにおすすめの本ホン�
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基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

　

今
日
、
我
が
国
の
社
会
福
祉

は
、
利
用
者
本
位
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
個
人
の
尊
厳
の
尊
重
等

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
に
よ
る
利
用
の
シ
ス

テ
ム
と
利
用
者
保
護
の
実
現
、

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、

住
民
参
加
を
軸
と
す
る
福
祉
文

化
の
形
成
な
ど
、
地
域
を
基
盤

と
し
た
福
祉
の
充
実
を
基
本
的

方
向
と
し
て
進
め
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
地
域
福
祉
の

推
進
主
体
と
し
て
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
役
割
は
、
一
層
の
広

が
り
と
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
昨
今
の
地
域
を
と
り

ま
く
状
況
は
、
児
童
虐
待
等
の

家
庭
内
暴
力
、
様
々
な
悪
徳
商

法
や
詐
欺
に
よ
る
消
費
者
被
害
、

多
重
債
務
問
題
な
ど
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
そ
の
矛
先
は
、
子

ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者
、
生

活
困
窮
世
帯
な
ど
、
社
会
的
に

弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
に
向
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
誰
も
が
、

地
域
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
、

民
間
及
び
住
民
主
体
の
取
組
を

通
じ
て
地
域
福
祉
の
基
盤
整
備

を
積
極
的
に
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
ふ

ま
え
、
本
会
で
は
、
平
成　

年
１８

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
第
２

次
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会　
２１

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
市
町
村

社
協
や
福
祉
施
設
団
体
、
さ
ら

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
等
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
々
の
権
利
擁
護
、
低
所

得
世
帯
等
へ
の
支
援
を
広
げ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成　
１９

年
度
は
、
本
プ
ラ
ン
の
着
実
な

推
進
を
通
し
て
安
心
・
安
全
・

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
指
し
、
以
下
の
事
業
を
重
点

に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

去
る
３
月　

日
の
第
３
回
理
事
会
・
評
議
員
会
で
平
成　

年
度
沖
縄
県
社

１３

１９

協
事
業
計
画
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
紙
で
は
そ
の
中
の
基
本

方
針
と
重
点
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
県
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
核
的
な

推
進
拠
点
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
相
談
支
援
及
び
連
絡
調
整

機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
全
市
町
村
社
協
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
又
は
機
能
充
実
を

促
進
し
ま
す
。

○
福
祉
施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
や
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

○
市
町
村
社
協
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
個
別
的
・
具
体
的
な
支
援
を
強
化
す

る
た
め
、
各
種
調
査
や
市
町
村
社
協
の

評
価
・
経
営
診
断
等
に
基
づ
く
経
営
戦

略
の
提
供
を
行
い
、
適
正
な
法
人
運
営

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

○
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
、
市
町

村
社
協
が
目
指
す
べ
き
理
念
と
基
本
方

向
に
沿
っ
た
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
す

る
た
め
、
体
系
的
な
研
修
や
情
報
提
供

に
よ
っ
て
役
員
及
び
事
務
局
職
員
の
意

識
啓
発
と
資
質
の
向
上
を
進
め
ま
す
。

○
離
島
等
の
小
規
模
社
協
が
地
域
特
性
に

応
じ
た
福
祉
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
特
性
に
即
し
た
支
援
を
強
化
す

る
。

○
県
民
児
協
の
組
織
強
化
を
支
援
し
て
い

く
と
と
も
に
、
市
町
村
社
協
に
お
け
る

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
と
の
連
携
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基
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針

�

基
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方

針

�

▲地域の福祉力の向上
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針

基
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方
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基
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方
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市
町
村
社
協
の
活
動
等
を
支
援
し
ま
す
。

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

県
民
参
加
に
よ
る
福
祉
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。
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○
児
童
・
生
徒
及
び
大
学
生
等
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、

社
会
を
形
成
す
る
一
員
と
し
て
の
意
識

高
揚
を
図
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

○
勤
労
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、企
業
の
社

会
貢
献
活
動
の
啓
発
・
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
県
民
に
対
し
て
、
地
域
社
会
を
構
成
す

る
市
民
と
し
て
の
自
立
と
連
帯
の
意
識

を
喚
起
し
、
県
民
及
び
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
に
よ
る
福
祉
文
化
の
共
通
理
解
の
形

成
と
、
幅
広
い
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

○
種
別
協
議
会
活
動
の
活
性
化
に
よ
る
自

主
運
営
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
緊
密

な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、
福
祉
課
題
の

共
有
化
と
課
題
解
決
に
向
け
て
の
連
絡

調
整
や
協
働
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
各
種
別
協
議
会
と
協
働
し
て
、
社
会
福

祉
法
人
（
福
祉
施
設
）
の
経
営
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
情
報
提
供
、
研

修
事
業
の
企
画
運
営
、
調
査
・
研
究
、

政
策
提
言
活
動
等
を
強
化
し
ま
す
。

○「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
保
護
」、

「
社
会
福
祉
事
業
の
公
明
・
適
正
な
実
施

の
確
保
」
等
、
社
会
福
祉
法
人
及
び
施

設
の
資
質
向
上
と
経
営
改
善
を
図
る
た

め
の
経
営
支
援
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
社
会
福
祉
法
人
が
自
ら
組
織
体
質
の
改

革
を
行
い
、自
律
的
な
経
営
を
確
立
し
て

い
く
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、経
営
改
善

支
援
事
業
の
普
及
・
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
社
会
福
祉
振
興
基
金
等
の
効
率
的
な
運

用
を
行
う
と
と
も
に
、
適
正
で
公
平
な

助
成
に
よ
る
民
間
福
祉
団
体
の
活
動
支

援
に
努
め
ま
す
。

▲各種別協議会との連携

○
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
の
受
託
研
修

や
福
祉
施
設
種
別
協
議
会
の
独
自
研
修

等
に
つ
い
て
、
各
組
織
の
機
能
分
担
を

考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
総
合
企
画
委
員

会
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
研
修
体
系
に

沿
っ
て
研
修
を
進
め
ま
す
。

○
福
祉
の
「
職
場
研
修
」
を
推
進
す
る
た

め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成
を
図

り
ま
す
。

○
公
募
採
用
へ
の
理
解
を
深
め
、
求
人
開

拓
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い

福
祉
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
専

門
職
能
団
体
や
養
成
校
等
と
の
連
携
を

強
化
し
、
有
資
格
者
の
求
職
登
録
を
促

進
し
ま
す
。

○
福
祉
の
職
場
に
優
秀
な
人
材
が
定
着
す

る
よ
う
、
職
員
処
遇
の
向
上
と
福
利
厚

生
の
充
実
の
た
め
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー

（
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
）
へ
の
加
入
等
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
職
場
に
ふ

さ
わ
し
い
人
事
管
理
制
度
の
推
進
等
、

社
会
福
祉
事
業
経
営
者
へ
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。

▲ＮＰＯ・市民活動の振興

▲福祉分野への人材確保

○
低
所
得
者
、
障
害
者
及
び
高
齢
者
の
経

済
的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
の

た
め
、
市
町
村
社
協
・
民
児
協
と
連
携

し
、
相
談
か
ら
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
、

さ
ら
に
生
活
支
援
ま
で
の
仕
組
み
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

○
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
か
ら
償
還
完
了

ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
図
る
た
め
、
県

社
協
、
市
町
村
社
協
及
び
民
生
委
員
の

連
携
に
よ
り
償
還
指
導
を
強
め
る
。
ま

た
、
償
還
能
力
そ
の
他
の
状
況
を
十
分

に
勘
案
し
償
還
猶
予
、
償
還
免
除
の
活

用
を
行
い
、
必
要
な
場
合
は
法
的
措
置

を
含
め
て
償
還
を
進
め
ま
す
。

○
県
民
及
び
福
祉
関
係
者
の
相
談
ニ
ー
ズ

へ
の
効
率
的
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

社
会
福
祉
従
事
者
の
資
質
向
上
に
む
け
た
研
修
等
を

行
い
ま
す
。

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

県
民
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
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○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
対
す

る
県
内
の
潜
在
的
な
需
要
を
喚
起
す
る

た
め
、
市
町
村
社
協
や
当
事
者
組
織
な

ど
関
係
団
体
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

○
各
市
町
村
社
協
で
住
民
の
権
利
擁
護
活

動
が
推
進
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
権

利
擁
護
推
進
員
の
設
置
促
進
及
び
生
活

支
援
員
の
確
保
・
養
成
を
進
め
ま
す
。

○
運
営
適
正
化
委
員
会
に
お
い
て
は
、
苦

情
解
決
事
業
の
県
民
、
利
用
者
等
へ
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
者
段

階
で
解
決
で
き
な
い
苦
情
に
対
し
、
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
権
利

擁
護
が
図
れ
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
運
営
監
視
部
会
に
お
い
て

は
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
適
正

な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
、
運
営
監

視
を
強
化
し
ま
す
。

○
県
民
の
生
活
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

調
査
研
究
、
連
絡
調
整
と
い
っ
た
固
有

の
機
能
を
活
か
し
て
、
各
種
福
祉
施
策

の
充
実
を
目
指
し
た
提
言
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

県
内
の
福
祉
・
保
健
・
医
療
そ
の
他
生

活
全
般
に
関
わ
る
相
談
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

○
「
高
齢
社
会
は
県
民
全
体
で
支
え
る
も

の
」
と
い
う
考
え
方
を
広
く
地
域
住
民

に
啓
発
す
る
た
め
、
介
護
知
識
、
介
護

技
術
の
普
及
と
啓
発
を
図
り
ま
す
。

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
事
業
所
を
適

切
に
選
ぶ
た
め
の
情
報
を
提
供
す
る
指

定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
と
指
定
調
査
機

関
を
運
営
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

確
保
と
向
上
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

外
部
評
価
事
業
の
推
進
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
事
業
の
啓
発
普
及
に
努

め
ま
す
。

○
活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
実
現
す
る
上
で
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
県
民
の
意
識
の
高

揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
が
効
果
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
体
力
の
保
持
増
進
を
図

り
、
高
齢
者
の
親
し
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
普
及
に

努
め
ま
す
。

○
多
様
化
す
る
高
齢
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
各
種
講
座
等
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
情
報
の
提
供

な
ど
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

○
高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
等
の
抱
え
る
保

健
、
福
祉
、
医
療
等
に
係
る
各
種
の
心

配
ご
と
、
悩
み
ご
と
に
対
す
る
相
談
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
相
談
体

制
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者

及
び
そ
の
家
族
等
の
福
祉
の
増
進
を
図

り
ま
す
。

○
高
齢
者
の
就
業
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
の
運
営
や
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
と
の
連
携

に
努
め
ま
す
。

▲介護技術の普及

▲活力ある長寿社会の実現

▲権利擁護の普及・啓発

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
福
祉
基
盤
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

▲生きがい・健康づくりの推進
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○
新
た
な
福
祉
活
動
の
開
発
や
政
策
提
言

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
調
査
研
究
の

取
組
を
進
め
ま
す
。

○
第
２
次
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会　

プ
２１

ラ
ン
推
進
評
価
委
員
会
に
お
い
て
、
事

業
目
標
に
照
ら
し
た
達
成
度
や
費
用
対

効
果
に
関
す
る
評
価
分
析
を
行
い
、
事

業
の
改
善
や
見
直
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
等
を
進
め
ま
す
。

○
福
祉
課
題
や
先
駆
的
な
取
組
み
が
必
要

な
事
案
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
、
調
査
研
究
等
を
進
め
ま
す
。

○
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
福
祉
情

報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
整
備
充
実
を
図
り
、

県
民
や
福
祉
関
係
者
に
対
す
る
情
報
提

供
活
動
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

め
、
公
的
財
源
の
確
保
に
よ
り
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
会
員
の
拡
充
と
会
費
の
見
直
し
に
よ
る

会
費
収
入
の
増
額
、
各
種
大
会
・
研
修

会
参
加
費
等
か
ら
の
収
入
の
確
保
、
福

祉
保
険
広
告
料
の
増
額
確
保
及
び
積
立

金
の
増
額
と
効
果
的
な
運
用
に
よ
る
預

金
利
息
の
増
額
確
保
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
収

益
金
、
図
書
頒
布
手
数
料
等
の
事
業
収

入
の
維
持
確
保
を
図
り
つ
つ
、
収
入
財

源
の
多
角
化
を
図
り
ま
す
。

○
本
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
的
確
に
対
応

で
き
る
事
務
局
体
制
の
確
立
を
図
り
、

ま
た
、
多
様
な
雇
用
形
態
を
活
用
し
、

人
材
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
業
務
効
率
化
の
た
め
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
積
極
的
に
整

備
し
ま
す
。

○
事
務
局
職
員
全
体
が
県
社
協
の
使
命
を

十
分
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

社
会
福
祉
の
理
念
に
則
し
た
意
識
改
革

を
進
め
、
さ
ら
に
、
高
度
な
専
門
知
識

と
技
術
の
習
得
を
図
る
べ
く
職
場
内
研

修
の
充
実
、
各
種
研
修
会
参
加
及
び
資

格
取
得
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

○
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、
福
祉
活
動
の
総
合
的
拠

点
施
設
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
機
能
を
十

分
に
活
か
し
、
県
民
の
福
祉
の
向
上
、

民
間
福
祉
団
体
活
動
等
の
発
展
に
努
め

ま
す
。

▲情報提供活動の充実

○
事
業
規
模
に
応
じ
た
適
切
な
財
務
管
理

と
財
務
体
質
等
の
強
化
を
図
り
、
事
業
の

適
正
か
つ
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

○
組
織
運
営
の
透
明
性
を
高
め
、
県
民
に

対
す
る
県
社
協
の
負
託
責
任
を
明
確
に

し
て
い
く
た
め
、
事
業
や
財
務
諸
表
等

の
機
関
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

等
に
よ
り
、
積
極
的
な
開
示
を
進
め
ま

す
。

○
県
社
協
は
地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
公
共
的
な
役
割
を
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
件
費
及
び

事
務
費
に
つ
い
て
は
公
的
補
助
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

○
公
共
性
の
高
い
事
業
に
つ
い
て
は
公
的

補
助
あ
る
い
は
受
託
事
業
の
採
択
に
努

県民参加の福祉社会形成� 社会福祉施設への支援�

社会福祉従事者の資質向上� 県民への福祉サービス�

利用者主体の福祉基盤づくり� 情報提供、企画活動�

県社協の経営基盤強化�

市町村社協活動の支援�

安心・安全な福祉のまちづくり�

県
社
協�

第２次沖縄県社協21プラン�第２次沖縄県社協21プラン�

イメージ�

▲チャリティ公演の開催

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

情
報
提
供
、
企
画
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�平成19年度沖縄県社会福祉協議会事業計画�

基

本

方

針

�

基

本

方

針

�

県
社
協
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
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「
施
設
管
理
」 か
ら 「
法
人
経
営
」 へ

　

社
会
福
祉
施
設
は
地
域
や
利
用
者
に

と
っ
て
「
安
心
」「
安
全
」
を
保
障
す
る
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
担
っ

て
き
た
が
、
規
制
改
革
等
の
経
営
環
境
の

変
化
に
よ
っ
て
社
会
福
祉
法
人
制
度
も
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

流
れ
の
中
で
の
新
事
業
体
系
移
行
は
、
施

設
単
位
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
専
門

機
能
の
確
保
と
同
時
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
事
業
展
開
と
、
法
人
全
体

を
捉
え
た
経
営
基
盤
の
確
立
が
求
め
ら
れ

る
。「

地
域
」 を
把
握
す
る
こ
と
か
ら

　

事
業
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
に
ど

の
よ
う
な
福
祉
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
施
設
や
事
業
所
が
あ
る
の
か
、

他
の
施
設
や
事
業
所
は
い
つ
頃
新
体
系
へ

移
行
す
る
の
か
等
、
ま
ず
は
地
域
の
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
必

要
。
地
域
で
欠
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
な

い
か
を
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
地
域
に
根
ざ

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
可
能
に
な
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
向
け
て

　

移
行
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
際
に
、

現
在
の
利
用
者
や
家
族
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査

で
希
望
を
最
大
限
に
応
え
な
が
ら
、
新
し

い
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
作
り
出
す
か
、
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
事
業
を
選
択
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　

法
人
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
等
を
通
し
て
、
地
域
に

お
け
る
ケ
ア
を
保
障
し
て
い
く
努
力
が
必

要
で
あ
る
。

移
行
計
画　
　
　
　
　

　

移
行
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
単
一

の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
の
か
、
複
数
の
事

業
を
組
み
合
わ
せ
て
多
機
能
型
と
し
て
展

開
す
る
の
か
に
よ
っ
て
方
向
性
が
決
ま
る
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
職
員
体

制
の
見
直
し
、
手
続
き
等
、
し
っ
か
り
と
順

序
立
て
た
計
画
を
作
成
し
、
円
滑
な
移
行

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

職
員
や
利
用
者
等

の
混
乱
を
最
小
限
に

留
め
る
た
め
に
、
移

行
前
に
模
擬
実
施
を

行
う
こ
と
も
重
要
と

な
ろ
う
。

事
業
展
開
の
工
夫　
　
　
　

　

報
酬
の
日
払
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
収

入
の
変
化
に
対
応
し
、
安
定
的
な
事
業
運

営
を
図
る
た
め
に
は
、
施
設
・
事
業
所
の

特
色
や
資
源
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
が
大

き
な
鍵
に
な
る
。
一
法
人
だ
け
で
取
り
組

み
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
他
の
法
人
等
と
の

共
同
事
業
や
連
携
も
視
野
に
し
た
取
り
組

み
も
必
要
と
な
ろ
う
。

　

そ
の
他
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
人
か
ら
の

移
行
計
画
等
の
報
告
も
あ
り
、
既
存
の
建

物
や
助
成
金
等
の
有
効
活
用
、
フ
ラ
ン

チ
ャ
イ
ズ
や
法
人
内
業
務
委
託
の
導
入
等
、

様
々
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て

新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て�
新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て

新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て�
新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て�

〜
全
国
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
み
え
た
社
会
福
祉
法
人
の
課
題
〜�

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
全
面
施
行
さ
れ
て
半
年
が
経
過
し
た
。

 「
地
域
生
活
支
援
」「
就
労
支
援
」
等
の
課
題
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
整
備
に
向
け
、
平
成　

年
ま
で
の
間
に
各
施
設
・
事
業

２３

所
は
新
体
系
移
行
に
向
け
て
体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
流
れ
を
受
け
て
、
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
意
義
と
役
割
、
新
事
業
体
系
下
に
お
け
る
事
業
経
営
の
あ
り

方
等
の
共
通
理
解
を
目
的
に
、「
障
害
者
施
設
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
が

全
国
経
営
協
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
要
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

障害者施設経営セミナー
～新事業体系への円滑な移行に

向けた経営課題と対策～

日程／平成１９年３月７日 （水）
会場／東京都都市センターホテル

新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て�

新
事
業
体
系
移
行
に
向
け
て�

介 護 保 険障害者自立支援法年度

被保険者・受給者範囲の

検討

障害福祉計画策定

（第�期は H２０まで）

１８年度

年度末

１９年度

３年後の見直し （法附則）

・障害児の施設

・障害者の範囲

・就労支援を含めた所得

確保に係る施策

２０年度

介護保険第�期事業計

画

（H２３まで）

障害福祉計画（第�期）

（H２３まで）
２１年度

施行１０年目の見直し２２年度

新サービス体系への移

行終了
２３年度

今後の改革スケジュール
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スペース拡大　展示内容充実�
福祉用具の普及活動に一役�

福
祉
用
具
を
使
っ
て

福
祉
用
具
を
使
っ
て「
ら
く
楽
介
護

ら
く
楽
介
護
」を�

福
祉
用
具
を
使
っ
て

福
祉
用
具
を
使
っ
て「
ら
く
楽
介
護

ら
く
楽
介
護
」を�

福
祉
用
具
を
使
っ
て「
ら
く
楽
介
護
」を�

高
齢
者
等
の
介
護
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
負
担
が
大
き
い
で
す
が
、
福
祉
用
具
を
上

手
く
使
う
と
楽
に
介
護
が
で
き
ま
す
。�

　
今
回
は
、
三
大
介
護
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
　
①
食
事
介
助
　
②
排
泄
介
助
　
③
入
浴

介
助
の
中
の
入
浴
介
助
関
連
の
福
祉
用
具
を
紹
介
し
ま
す
。�

入
浴
と
福
祉
用
具

入
浴
と
福
祉
用
具

　

入
浴
と
保
清
の
た
め
の
福
祉
用
具
は
、

入
浴
を
安
全
に
、
で
き
る
だ
け
自
立
可
能

な
よ
う
に
、
あ
る
い
は
保
清
の
介
護
が
容

易
に
行
え
る
よ
う
に
と
い
う
目
的
で
使
用

さ
れ
る
も
で
あ
る
。

　

入
浴
の
目
的
は
身
体
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
①
皮
膚

や
粘
膜
の
汚
れ
を
除
く
と
と
も
に
働
き
を

高
め
感
染
を
予
防
す
る
、
②
血
行
が
よ
く

な
り
筋
肉
や
関
節
な
ど
の
疼
痛
緩
和
、
疲

労
回
復
の
効
果
が
あ
る
、
③
気
分
を
爽
快

に
し
意
欲
的
に
な
れ
る
、
な
ど
の
大
切
な

意
義
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
加
齢
に
よ
る
足
腰
が
衰
え
、

身
体
に
障
害
を
負
う
と
、
身
体
機
能
と
浴

室
や
浴
槽
の
仕
様
が
会
わ
な
く
な
る
。
浴

室
は
、
概
し
て
硬
く
滑
り
や
す
く
、
裸
で

石
鹸
や
湯
水
を
使
う
こ
と
も
あ
り
事
故
の

多
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
有
病
率

の
高
い
高
齢
者
は
必
ず
し
も
浴
槽
に
入
ら

な
く
て
も
安
全
に
シ
ャ
ワ
ー
浴
な
ど
を
行

い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
大
掛
か
り
な
住
宅
改

修
を
行
わ
な
い
で
も
そ
の
と
き
の
状
況
に

あ
っ
た
適
切
な
福
祉
用
具
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
宅
に
お
け
る
入
浴
の
可
能

性
が
高
ま
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
介
護
す

る
側
に
と
っ
て
入
浴
介
助
は
特
に
負
担
が

重
い
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
軽
減
が
期

待
で
き
る
。
医
療
上
の
理
由
や
身
体
状
態

に
よ
り
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
浴
が
で
き
な
い

場
合
も
、
居
室
に
お
い
て
使
用
す
る
部
分
浴

用
具
な
ど
便
利
な
も
の
も
あ
る
。

　

入
浴
に
伴
う
動
作
は
、
浴
室
ま
で
の
往
復

移
動
・
衣
服
の
着
脱
・
浴
室
へ
の
出
入
り
・

し
ゃ
が
む
こ
と
や
立
ち
上
が
り
の
動
作
と

安
定
し
た
姿
勢
を
保
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
動
作
各
々
に
関
す
る
用
具
が
あ
る
。

直
接
肌
に
触
れ
て
使
う
こ
と
も
ふ
ま
え
、
狭

い
浴
室
の
中
で
行
う
一
連
の
入
浴
動
作
を

補
助
す
る
た
め
に
、
本
当
に
必
要
な
用
具
は

何
か
を
正
し
く
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。「
本
人
の
身
体
機
能
、
住
居
の
状
況
、

介
護
力
は
ど
の
程
度
あ
る
か
、
書
く
用
具
の

特
徴
と
費
用
な
ど
」
を
総
合
的
に
検
討
し
、

も
の
に
よ
っ
て
は
可
能
な
限
り
試
し
て
み

る
な
ど
慎
重
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
棟
一
階
に
あ
る
展
示
場
を
広

げ
内
容
充
実
の
上
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

同
展
示
場
は
こ
れ
ま
で
狭
い

ス
ペ
ー
ス
で
少
量
の
福
祉
用
具

を
展
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

程
関
係
者
の
協
力
を
得
て
ス

ペ
ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

ま
た
福
祉
用
具
の
種

類
を
増
や
し
、
最
新
の
福
祉
用
具

も
揃
え
、
在
宅
介
護
や
福
祉
用
具

の
普
及
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
に
あ
わ
せ
モ
デ
ル
ル
ー
ム

と
相
談
室
も
設
置
し
、
介
護
実

習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
の
内
容
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

福
祉
用
具
展
示
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

スペース拡大　展示内容充実�
福祉用具の普及活動に一役�
スペース拡大　展示内容充実�
福祉用具の普及活動に一役�

福
祉
用
具
を
使
っ
て「
ら
く
楽
介
護
」を�

福
祉
用
具
を
使
っ
て「
ら
く
楽
介
護
」を�

▲相談室
福祉用具や住宅改修をはじめ、介護に
関するあらゆる相談に応じます。
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
実
績�

平
成
　
年
度�

18　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の

１８

１０

１２

３１

３
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
が
県
内
各
市
町
村
共
同
募
金
会
（
支
会
・
分
会
）

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
は
、
達
成
率　

・
２
％
と
目
標
額

１８

９０

を
下
回
り
ま
し
た
が
、 ２
億
４
８
９
万
３ 
０
５
１

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、
地
域
福

祉
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す　

市
町
村
社
会
福
祉

４１

協
議
会
の
事
業
活
動
費
と
、
そ
の
他
全
県
的　

ヶ
３３

所
の
福
祉
施
設
団
体
等
へ
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

県
民
皆
様
の
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平成１８年度共同募金市町村別実績額
 （単位：円）

実績額合計実績額合計

2 億489万3051円2億 489 万 3051 円
達成率 90.2％達成率 90.2％

沖
縄
県
車
椅
子
陸
上
ク
ラ
ブ

タ
ー
ト
ル
ズ
（
那
覇
市
）

配
分
金
額　

万
円

２６

　

大
分
国
際
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
今
回
は
、
ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
「
ク
ラ

ス
Ｔ　

ハ
ー
フ
の
部
」
で
、
日
本
新
記
録

５２

で
優
勝
と
い
う
良
い
結
果
を
残
せ
ま
し
た
。

共
同
募
金
の
助
成
金
の
お
か
げ
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浦
添
市
福
祉
作
業
所
そ
な
え
会

配
分
金
額　

万
円

２０

　

共
同
募
金
の
配
分
金
で
ハ
ッ
ピ
と
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
２
月
に
あ
っ
た

 「
て
だ
こ
ウ
ォ
ー
ク
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は

ハ
ッ
ピ
を
着
て
販
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
で
使
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う�

メ
ッ
セ
ー
ジ�

あ
り
が
と
う�

メ
ッ
セ
ー
ジ�

共
同
募
金
は
こ
の
よ
う
に
し
て�

使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

日
本
記
録
達
成

日
本
記
録
達
成

啓
発
活
動
の
備
品
整
備
に

啓
発
活
動
の
備
品
整
備
に

達成率実　績　額目　標　額市町村名

101.82,049,0452,013,000国 頭 村

110.01,233,9411,122,000大宜味村

129.2744,161576,000東 村

113.82,360,5892,075,000今帰仁村

86.33,128,3023,624,000本 部 町

75.08,014,66910,691,000名 護 市

94.22,641,2522,805,000恩 納 村

114.91,337,7561,164,000宜野座村

97.91,869,5791,910,000金 武 町

111.21,274,6371,146,000伊 江 村

93.5624,704668,000伊平屋村

90.2469,227520,000伊是名村

90.925,747,86228,314,000小　計

83.717,975,96421,485,000うるま市

94.516,012,93816,953,000沖 縄 市

83.85,333,5446,366,000読 谷 村

92.03,654,8743,973,000嘉手納町

105.74,730,7464,475,000北 谷 町

102.52,744,1742,678,000北中城村

102.23,323,2583,252,000中 城 村

87.611,099,02912,664,000宜野湾市

127.05,551,1014,372,000西 原 町

107.718,310,10316,998,000浦 添 市

95.288,735,73193,216,000小　計

達成率実　績　額目　標　額市町村名

66.229,472,67944,520,000那 覇 市

89.76,087,2636,790,000豊見城市

100.17,861,2847,856,000糸 満 市

109.55,858,7595,352,000八重瀬町

118.08,504,8047,206,000南 城 市

100.22,700,0982,695,000与那原町

109.66,174,8155,636,000南風原町

112.02,461,2732,198,000久米島町

108.9396,496364,000渡嘉敷村

113.2418,775370,000座間味村

67.8246,000363,000粟 国 村

114.9495,381431,000渡名喜村

72.6255,533352,000南大東村

92.3395,191428,000北大東村

84.471,328,35184,561,000小　計

76.37,995,70610,483,000宮古島市

112.6547,435486,000多良間村

77.98,543,14110,969,000小　計

76.15,730,2297,533,000石 垣 市

100.51,671,5171,664,000竹 富 町

107.7896,395832,000与那国町

82.78,298,14110,029,000小　計

2,239,825事務局取扱い

90.2204,893,051227,089,000合　計
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今
回
は
、
南
風
原
町
新
川
に
あ

る 「
サ
マ
リ
ヤ
人
病
院
」 の
精
神
科
デ
イ
ケ

ア
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

昨
年　

月
、
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
メ
ン

１１

バ
ー
ら
で
組
織
さ
れ
る
「
心
の
風
ふ
く
丘

文
芸
委
員
会
」
で
は
、
詩
集
「
私
に
似
た

花 
そ
れ
は
き
っ
と
い
い
花
だ
ろ
う
」
を
自

費
出
版
し
た
。

　

新
書
判　

ペ
ー
ジ
の
詩
集
に
は
、
メ
ン

６０

バ
ー
一
人
ひ
と
り
の
想
い
が
込
め
ら
れ
た

詩
が　

編
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

３０

れ
ぞ
れ
の
詩
に
は
メ
ン
バ
ー
が
撮
影
し
た

写
真
が
添
え
ら
れ
、
詩
の
世
界
観
を
視
覚

的
に
表
現
し
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
４
年
前
。
デ
イ
ケ
ア
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
文
芸
講
座
で

詩
作
に
取
り
組
ん
だ
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

心
か
ら
溢
れ
出
す
想
い
や
葛
藤
を
言
葉
と

し
て
表
現
さ
せ
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を
突

き
詰
め
て
い
く
中
で
数
多
く
の
良
作
が
生

ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
書
き
た
め
た

作
品
を
詩
集
と
し
て
出
版
し
よ
う
と
昨
年

５
月
に
文
芸
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
そ

こ
で
は
、
週
１
〜
２
回
、
延
べ
約　

回
に

８０

わ
た
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
詩
や
写
真

の
選
定
か
ら
編
集
に
い
た
る
ま
で
、
時
に

は
意
見
の
衝
突
も
経
験
し
な
が
ら
一
冊
の

本
が
完
成
し
た
。

　

ま
た
、
出
版
後
は
多
く
の
人
に
詩
集
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
た
。
朗
読
会
の
開
催
や
音
楽
家

と
共
演
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
マ
ス
コ
ミ

へ
の
取
材
応
対
、
販
売
営
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
経
験
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
島
袋
信
夫
さ
ん
は
「
最
初

は
詩
集
を
出
す
と
い
う
こ
と
に
抵
抗
を
感

じ
た
が
、
形
に
な
る
に
つ
れ
て
や
る
気
に

な
っ
て
い
っ
た
。」
と
語
る
。
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
曽
原
義
景
さ
ん
は
「
メ
ン
バ
ー

が
前
向
き
に
な
っ
て
社
会
に
出
て
行
こ
う

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
。」と
そ

の
変
化
を
語
る
。

　

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
物
造
り
、
人
造
り
、

夢
の
実
現
へ
」
の
言
葉
ど
お
り
、
活
動
を

と
お
し
て
メ
ン
バ
ー
の
成
長
・
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　

詩
集
発
行
か
ら
芽
生
え
た
心
の
花

シリーズ�

活動最前線�

サ
マ
リ
ヤ
人
病
院

精
神
科
デ
イ
ケ
ア▲詩集は家族・友人からも 「感動した」 との声が

　寄せられている。写真は文芸委員会の皆さん

※ 「私に似た花 それはきっといい花だろう」は県内各書店にて販売中。
　お問合せは、サマリヤ人病院精神科デイケア　電話（０９８） ８８９－１３２８ （内線２３０）まで。

福
祉
施
設
経
営
相
談

福
祉
施
設
経
営
相
談�

福
祉
施
設
経
営
相
談�

会
計
・
税
務
編

会
計
・
税
務
編�

会
計
・
税
務
編�

Ｑ＆Ａ
�

監
修
▼
福
祉
施
設
経
営
相
談
支
援
事
業�

　
　
　
専
門
相
談
員�

公
認
会
計
士

　
倉
持 

輝
幸�

　
当
法
人
は
前
年
度
に
お

い
て
建
物
の
増
築
を
行
い
、

貸
借
対
照
表
上
、「
そ
の
他

の
固
定
資
産
」
の
「
建
物
」

と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

「
基
本
財
産
」の「
建
物
」
へ

計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
県
社
協
で
は
経
営
支
援
室
を
設
置
し
、

福
祉
施
設
の
経
営
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。�

　
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
、
施
設
経
営
、

職
員
の
処
遇
、
会
計
・
税
務
、
法
律
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て

２
名
の
経
営
支
援
員
と
３
名
の
専
門
相

談
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。�

「
基
本
財
産

基
本
財
産
」と「
そ
の
他
の
固
定
資
産

そ
の
他
の
固
定
資
産
」の�

区
分
に
つ
い
て

区
分
に
つ
い
て�

「
基
本
財
産
」と「
そ
の
他
の
固
定
資
産
」の�

区
分
に
つ
い
て�

Ｑ�Ａ�
？�

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会�

経
営
支
援
室

経
営
支
援
室�

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会�

経
営
支
援
室�

電
　
話
０
９
８（
８
８
７
）２
０
３
７（
直
通
）�

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８（
８
８
７
）２
０
４
３（
直
通
）�

�

　「
社
会
福
祉
法
人
の
認
可

に
つ
い
て
」
別
紙
１
第
２-

２-

（
１
）-

イ
に
お
い
て
、

「
社
会
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
法
人
に

あ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
施
設
に
つ
い
て

そ
の
施
設
の
用
に
供
す
る
不
動
産
は
基

本
財
産
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
こ
で
、
注
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
り

ま
す
。�

　
「
基
本
財
産
」
の
「
建
物
」
へ
計
上

す
る
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
定
款

へ
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

定
款
に
記
載
す
る
た
め
に
は
所
轄
庁
の

承
認
及
び
登
記
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

　
当
該
建
物
に
係
る
「
建
物
附
属
設
備
」

に
つ
い
て
も
「
基
本
財
産
」
の
「
建
物
」

に
含
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
下
さ
い
。�

　
ま
た
、
建
物
増
築
後
、
定
款
に
記
載

し
て
な
け
れ
ば
「
そ
の
他
の
固
定
資
産
」

の
「
建
物
」
に
一
旦
計
上
し
て
お
き
、

所
轄
庁
の
承
認
及
び
登
記
後
に
、
定
款

へ
の
記
載
と
同
時
に
「
基

本
財
産
」
の「
建
物
」
へ

振
替
え
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�
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最
新
の
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ

救
急
法
講
習
会
開
催

　

２
月　

日
、
沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン

２６

タ
ー
を
運
営
す
る
県
社
協
で
は
、
県
社
協

職
員
及
び
セ
ン
タ
ー
入
居
団
体
職
員　

名
３０

を
対
象
に 「
救
急
法
講
習
会
」を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
傷
病
者
や
急
病
者
が
生
じ
る

緊
急
時
に
お
い
て
、
施
設
職
員
が
迅
速
な

救
急
対
応
が
行
え
る
よ
う
、
職
員
の
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

今
回
が
初
め
て
の
開
催
と
な
る
。

　

講
習
会
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県

支
部
の
仲
田
久
一
指
導
員
の
も
と
、
等
身

大
の
人
形
を
使
用
し
、
最
新
の
心
肺
蘇
生

法
を
学
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
心
肺
蘇
生
法

は
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ　

回
と
人
工
呼
吸

１５

２
回
の
手
順
だ
っ
た
の
に
対
し
、
最
新
の

心
肺
蘇
生
法
で
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ　

回
、

３０

人
口
呼
吸
２
回
に
な
る
。
こ
れ
は
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
よ
り
多
く
行
う
こ
と
に
よ

り
、
脳
に
血
液
を
送
り
出
す
こ
と
で
、
脳

に
か
か
る
ダ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
軽
減
し
、

救
命
率
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
で
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ （
自
動
体
外
式
除
細

動
器
） を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
を
学
び
、

昨
年
４
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
か
ら
は
、「
最
新
の
心

肺
蘇
生
法
の
手
順
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て

良
か
っ
た
。」「
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
き
ち
ん
と
学
ぶ
こ
と
で
、
傷

病
者
の
救
命
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。」
等
と
感
想
を
話
し
合
い
、
救
急
法
を

学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
。

　

平
成　

年
か
ら
一
般
人
で
も
使
用
が
可

１６

能
と
な
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
公
共
施
設
で
の

設
置
も
進
み
、
適
切
に
使
用
で
き
る
人
が

一
人
で
も
多
く
必
要
に
な
っ
て
い
る
。　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
職
員
が
適
切
な
救
急

法
を
学
ぶ
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
救
命
に

繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

寄
稿

　

宅
老
所
５
周
年
記
念

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て

沖
縄
県
宅
老
所
連
絡
会　
　
　

　

事
務
局
長　

仲 
間  
勝 
弘

　

沖
縄
県
宅
老
所
連
絡
会
は
、
平
成　

年
１３

４
月
に
６
事
業
所
で
発
足
し
、
昨
年
で
５

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
末
現
在
で　
４３

事
業
所
が
加
盟
し
、
北
部
、
中
部
、
南
部

と
３
つ
の
支
部
が
結
成
さ
れ
、
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
地
域
の
中
で
利
用
者
の

尊
厳
あ
る
生
活
を
支
え
る
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

連
絡
会
で
は
、
平
成　

年
の
「
第
１
回

１５

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
以
降
、
毎
年

報
告
会
を
設
け
、
宅
老
所
が
担
う
多
機
能

ケ
ア
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
、
県
社
協

を
中
心
と
し
た
関
係
機
関
の
ご
協
力
ご
支

援
が
あ
り
、
多
少
な
り
と
も
地
域
の
中
で

市
民
権
を
得
は
じ
め
た
と
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
平
成　

年
に
は
沖
縄
県
社
協
の
協

１７

力
で
宅
老
所
の
実
態
調
査
の
実
施
し
、
そ

の
中
か
ら
新
し
く
制
度
化
さ
れ
た
「
地
域

密
着
型
小
規
模
多
機
能
事
業
所
」
の
指
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と

は
、
私
た
ち
宅
老
所
を
営
む
事
業
所
に
多

大
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
さ
る
２
月　

日
に
、

１８

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
再
度
原
点
に
戻
り
、
沖
縄
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
沖
縄
ら
し
い
宅
老
所
の
在
り
方

を
模
索
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
行
政
・
社
協
・
病
院
関
係
者
等

　

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

２２０
　

記
念
講
演
で
は
、 東
北
福
祉
大
学
の
高
橋

誠
一
教
授
が
、 「
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
に
お
け
る
地
域
密
着
と
は
何
か
」と
題
し
、

全
国
の
実
態
調
査
か
ら
み
た
沖
縄
県
の
現

状
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
小
規

模
多
機
能
型
介
護
の
中
か
ら
見
え
る
宅
老

所
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）
と
は
」
と
題
し
、

沖
縄
県
の
呉
屋
初
子
氏
、
沖
縄
県
社
協
の

山
内
良
章
氏
、
那
覇
市
の
森
根
秀
子
氏
、

ケ
ア
マ
ネ
の
立
場
か
ら
沖
縄
メ
デ
ィ
カ
ル

居
宅
支
援
事
業
所
の
大
城
則
子
氏
、
宅
老

所
連
絡
会
か
ら
座
波
園
子
氏
、
西
田
美
智

子
氏
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
、
高
橋
教

授
の
進
行
で
熱
い
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
問
題
提
起
い
た
だ
い
た
事
項
を

も
と
に
、
併
せ
て
実
施
し
た
宅
老
所
調
査

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

再
度
原
点
に
戻
っ
て
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
沖

縄
ら
し
い
宅
老
所
の
在
り
方
の
構
築
を
目

指
し
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
は
ま

と
ま
り
次
第
関
係
者
に
ご
報
告
致
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲人形を使った実技指導が行われた

�講師の
　高橋誠一教授
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「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」本
当
に
そ
う
思
い

ま
す
。
私
が
沖
社
協
に
入
っ
た
の
は
、
県

民
の
長
年
の
運
動
が
実
を
結
び
祖
国
復
帰

も
決
ま
っ
て
、
行
政
・
民
間
を
問
わ
ず
多

方
面
で
基
盤
整
備
に
追
わ
れ
て
い
た
昭
和

　

年
２
月
で
、
復
帰
と
同
時
に
一
部
施
行

４６さ
れ
る
売
春
防
止
法
の
啓
発
宣
伝
の
た
め

の
臨
時
職
員
と
し
て
で
あ
り
ま
し
た
。
復

帰
の
日
か
ら
本
採
用
と
な
り
、
あ
れ
か
ら

　

年
の
歳
月
が
流
れ
、
今
年
３
月
に
無
事

３５定
年
退
職
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
偏
に
、
こ
の
間
理
事
・
評
議
員
の

皆
様
の
ご
指
導
は
も
と
よ
り
、
良
き
先
輩

や
同
僚
、
後
輩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
限
り
な
い
感
謝
の
念
で
一

杯
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
仕
事
は
地

域
関
係
が
主
で
、
入
社
当
初
は
売
春
を
な

く
す
運
動
の
一
環
で
、
ま
た
、
子
供
遊
び

場
作
り
運
動
や
保
健
福
祉
推
進
地
区
活

動
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る　

ミ
１６

リ
フ
ィ
ル
ム
と
映
写
機
を
持
参
し
て
、
市
町
村

段
階
や
部
落
ま
で
降
り
て
の
地
域
懇
談
会
が

多
か
っ
た
こ
と
。　

年
頃
か
ら
高
等
学
校
を

４９

対
象
と
し
た
社
会
福
祉
研
究
普
及
校
の
指
定

や
市
町
村
社
協
の
専
任
職
員
の
設
置
と
伴
せ

て
法
人
化
を
進
め
な
が
ら
、
会
長
と
事
務
局
長

の
民
間
化
の
推
進
、
ま
た
、
市
町
村
社
協
の
法

制
化
に
つ
い
て
の
市
町
村
議
会
へ
の
要
請
活

動
。
あ
る
い
は
共
同
募
金
会
へ
の
出
向
時
の

各
離
島
で
の
共
同
募
金
説
明
会
の
開
催
、
受
配

施
設
利
用
者
や
市
町
村
支
会
・
分
会
役
職
員
を

動
員
し
て
の
「
共
同
募
金
へ
の
感
謝
パ
レ
ー

ド
」
等
が
、
昨
日
、
今
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　

在
職
を
通
し
て
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
社
協
マ
ン
は
理
路
整
然
と
し

た
理
論
家
で
あ
っ
て
も
行
動
力
が
伴
わ
な
け
れ

ば
駄
目
だ
し
、
そ
の
逆
も
駄
目
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
市
町
村
社
協
職
員
等
を
通
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
も
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
り
、
定

年
を
迎
え
て
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
赤
面

の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
社
協
を
去
っ
て
頭
を
よ

ぎ
る
の
は
「
全
社
協
足
で
稼
げ
と
口
で
言
い
」

と
い
う
川
柳
で
あ
り
ま
す
。
県
社
協
の
職
員
の

皆
様
が
「
元
気
」「
や
る
気
」「
根
気
」
の
３
気

で
、
県
社
協
の
発
展
は
も
と
よ
り
本
県
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ん
こ
と
を
祈

念
申
し
上
げ
、
定
年
に
寄
せ
る
思
い
と
い
た
し

ま
す
。

 「元気」 「やる気」 「根気」 の３気で社会福祉の向上を

沖縄県社協で新採用した職員の紹介です。�

新�

採�

用�

職�

員�

紹�

介�

民生部 主事 　新屋　司�

地域福祉部 主事 　徳田沙季�

皆さんこんにちは。４月16日付で県社協に採用され、民
生部に配属になりました新屋司です。�
　県社協に採用される前は、沖縄県介護支援専門員連絡
協議会の事務局として２年間、勤めておりました。�
　民生部では、主に生活福祉資金償還（返済）に係る業務
を担当いたします。しばらくは皆さんにご迷惑をかける
こともあると思いますが、少しでも早く業務に慣れてい
けるよう努力していきたいと思いますので、皆さんの助言・
ご指導をお願いいたします。�

　４月から県社協に採用され、地域福祉部（沖縄県ボラン
ティア・市民活動支援センター）に配属となりました。�
　沖縄県の地域福祉活動に総合的に関わり合いながら、
県民の皆様と共に“幸せ”を感じていけたらと思っていま
す。�
　まだまだ勉強不足な点もございますが、多くの方々と
の出会いを大切にして、励んでまいりますので、ご指導・
ご助言等をよろしくお願いいたします。�

今
年
３
月
定
年
退
職
を
迎
え
た
、

比
嘉
久
美
前
事
務
局
長
よ
り
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沖縄県社協　前・事務局長

比　嘉　久　美

定

年

に

寄

せ

て
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�　

事
業
運
営
の
方
針

　

人
口
減
少
社
会
が
進
行
す
る
な
か
、
地

方
分
権
制
度
改
革
や
社
会
保
障
・
社
会
福

祉
制
度
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

国
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
本
格
的

な
地
域
福
祉
の
展
開
と
充
実
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、
地
域
に
お
け
る
市

民
参
加
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
も

の
と
し
て　

年
間
に
わ
た
り
運
動
を
進
め

６０

て
き
た
。

　

こ
の
共
同
募
金
を
民
間
社
会
福
祉
財
源

と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
中

央
共
同
募
金
会
は
、
平
成　

年
度
に
企

１７

画
・
推
進
委
員
会
を
設
置
し
「
共
同
募
金

改
革
」
の
検
討
に
着
手
し
、
改
革
の
方
向

性
（
素
案
）
が
出
さ
れ
、
そ
の
後
、
専
門

部
会
お
よ
び
都
道
府
県
共
同
募
金
会
に
よ

る
検
討
も
加
え
ら
れ
た
が
、
い
よ
い
よ
今

年
度
は
、
そ
の
答
申
と
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
会
で

も
都
道
府
県
共
同
募
金
会
と
歩
調
を
合
わ

せ
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
運
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
県
民
に
信
頼
さ
れ
る
共
同

募
金
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
各
支
会
・

分
会
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、
次
の
こ

と
を
重
点
と
し
て
事
業
を
実
施
す
る
。

１　

募
金
趣
旨
の
徹
底
と
募
金
増
額

２　

配
分
金
使
途
の
明
確
化

３　

支
会
・
分
会
の
基
盤
強
化

４　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
積
極
的
協

働
活
動
の
展
開

  
�　

事
業
実
施
項
目

�
募
金
趣
旨
の
徹
底
と
広
報
活
動
の
推
進

　

共
同
募
金
運
動
の
今
日
的
意
義
を
広
く

県
民
に
知
ら
し
め
、
理
解
と
協
力
を
得
る

た
め
、
広
報
活
動
を
強
化
す
る
。

◆
全
国
共
通
資
材
の
活
用
（
赤
い
羽
根
、

ポ
ス
タ
ー
、
壁
新
聞
、
募
金
箱
等
）

◆
広
報
チ
ラ
シ
及
び
募
金
資
材
の
作
成
提

供
◆
共
同
募
金
広
報
チ
ラ
シ
の
県
下
全
世
帯

へ
の
配
布

◆
共
同
募
金
運
動
啓
発
用
懸
垂
幕
の
作
成

掲
示

◆
バ
ス
車
輌
等
へ
の
チ
ラ
シ
の
掲
示

◆
福
祉
童
話
等
募
金
資
材
を
活
用
し
て
の

福
祉
教
育
の
推
進

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
配
分
情
報
及

び
使
い
途
の
周
知

◆
ビ
デ
オ
等
を
活
用
し
た
共
同
募
金
使
途

の
広
報

◆
報
道
機
関
と
の
連
携
強
化

◆
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
の
放
映
、

放
送

◆
社
会
福
祉
関
係
者
へ
の
啓
発
と
募
金
活

動
へ
の
参
加
促
進

◆
各
支
会
、
分
会
及
び
地
区
社
研
協
働
の

各
種
広
報
イ
ベ
ン
ト
の
協
力

�
配
分
委
員
会
の
開
催
と
受
配
明
示
の

徹
底

　

配
分
申
請
事
業
の
緊
急
性
・
重
要
性
を

公
平
に
総
合
調
整
し
、
配
分
額
の
適
正
を

図
る
た
め
配
分
委
員
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
受
配
事
業
を
広
く
県
民
に
知
ら
せ

る
た
め
配
分
明
示
の
徹
底
を
図
る
。

◆
共
同
募
金
配
分
委
員
会
の
開
催

◆
「
県
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
共
同
募
金

コ
ー
ナ
ー
」
及
び
各
種
報
道
機
関
に
よ

る
配
分
結
果
公
表

◆
「
赤
い
羽
根
シ
ー
ル
」「
赤
い
羽
根
表
示

板
」
の
配
布
、
掲
示
の
徹
底

◆
受
配
施
設
、
団
体
の
機
関
紙
に
よ
る
配

分
事
業
広
報
の
徹
底

◆
配
分
事
業
並
び
に
経
理
状
況
調
査
の
実

施

平
成
　
年
度�

沖
縄
県
共
同
募
金
会

沖
縄
県
共
同
募
金
会 

事
業
計
画

事
業
計
画�

沖
縄
県
共
同
募
金
会

沖
縄
県
共
同
募
金
会 

事
業
計
画

事
業
計
画�

沖
縄
県
共
同
募
金
会

沖
縄
県
共
同
募
金
会 

事
業
計
画

事
業
計
画�

沖
縄
県
共
同
募
金
会 

事
業
計
画�
19�

▲赤い羽根共同募金運動

▲街頭募金
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�
支
会
・
分
会
の
基
盤
強
化

　

各
支
会
、
分
会
の
組
織
基
盤
の
整
備
強

化
を
図
り
、
市
町
村
社
協
と
の
協
働
活
動

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
円
滑
・
適
正
な

事
務
処
理
を
図
る
。

◆
支
会
、
分
会
の
指
導
調
査
の
実
施

◆
支
会
、
分
会
正
副
会
長
会
議
の
開
催

◆
支
会
、
分
会
事
務
局
長
・
職
員
研
究
協

議
会
の
開
催

◆
各
種
会
議
等
へ
の
役
職
員
の
派
遣

◆
共
同
募
金
説
明
会
の
開
催
促
進

◆
寄
付
金
取
扱
事
務
資
料
の
作
成
配
布

◆
内
部
監
査
の
徹
底
指
導

�
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

　

本
会
と
県
社
協
が
共
催
し
、
各
支
会
、

分
会
及
び
市
町
村
社
協
が
実
施
主
体
と
な

り
各
報
道
機
関
の
協
力
を
得
て
県
民
へ
の

運
動
趣
旨
の
周
知
を
図
る
。

　

ま
た
、
配
分
に
つ
い
て
は
運
動
の
趣
旨

に
沿
っ
て
配
分
し
、
効
果
的
な
支
援
活
動

を
行
う
。

�
顕
彰
の
実
施

　

共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
県

社
会
福
祉
大
会
で
顕
彰
を
行
う
外
、
適
宜

多
額
寄
付
者
に
対
し
感
謝
状
を
贈
る
。

　

ま
た
、
全
国
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰
、

厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
授
与
の
申
請
を
行

う
。

�
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
積
極
的
協

働
活
動
の
展
開

　

住
民
主
体
の
民
間
社
会
福
祉
活
動
を
推

進
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
力
関
係

を
一
層
強
化
し
協
働
し
て
事
業
の
展
開
を

図
る
。

◆
第　

回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

５０

◆
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
共
催

◆
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
研
修
会
に
お

け
る
啓
発
宣
伝

◆
市
町
村
社
協
事
務
指
導
へ
の
協
力

◆
各
種
資
料
の
共
同
発
刊

�
指
定
寄
付
金
の
受
付

　

共
同
募
金
以
外
の
個
人
や
法
人
か
ら
の

指
定
寄
付
金
（
大
蔵
省
告
示
第
１
５
４
号

４
の
２
及
び
自
治
省
告
示
第　

号
に
該
当

６６

す
る
寄
付
金
）
の
受
付
を
行
い
、
中
央
審

査
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
進

達
を
行
う
。

�
公
益
資
金
補
助
事
業

　

次
の
各
種
公
益
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

推
薦
委
員
会
を
開
催
し
要
望
事
業
を
審
査

し
て
重
要
且
つ
緊
急
度
の
高
い
事
業
か
ら

推
薦
を
行
う
。

◆
日
本
自
転
車
振
興
会
、
日
本
小
型
自
動

車
振
興
会
公
益
補
助
事
業

◆
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
助
成
事

業
◆
そ
の
他
、
公
益
資
金
の
補
助
事
業
の
情

報
提
供

�
災
害
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

　

広
域
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
「
災
害

支
援
制
度
」
に
基
づ
く
全
国
的
な
連
絡
調

整
及
び
被
災
県
共
同
募
金
会
に
対
す
る
支

援
態
勢
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
「
災
害

支
援
制
度
実
施
要
領
」
に
基
づ
い
て
、
災

害
積
立
金
等
に
よ
る
支
援
金
の
支
出
と
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
。

　

ま
た
、
県
内
、
県
外
で
大
き
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
災
害
義
援
金
募
集
を
実

施
す
る
。

�
情
報
開
示
の
推
進

　

本
会
の
事
業
運
営
の
透
明
性
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
の
公
開

の
ほ
か
、
情
報
公
開
の
請
求
が
な
さ
れ
た

と
き
は
、
情
報
公
開
規
程
に
基
づ
き
情
報

公
開
を
行
う
。

�
会
務
の
運
営

　

会
務
の
効
率
化
を
図
り
、
円
滑
な
運
営

を
行
う
た
め 
理
事
会
・
評
議
員
会
及
び
各

種
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　

■
理
事
会　
　
　
　
　
　
　

年
３
回

　

■
評
議
員
会　
　
　
　
　
　

年
３
回

　

■
監
事
会　
　
　
　
　
　
　

年
１
回

　

■
共
同
募
金
配
分
委
員
会　

年
２
回

　

■
公
益
資
金
助
成
事
業
推
薦
委
員
会

　
　
　

年
２
回　

〒903-0804�
沖縄県那覇市首里石嶺町４-３７３-１�
沖縄県総合福祉センター�
TEL：０９８-８８２-４３５３�
FAX：０９８-８８２-４２７０�
http://www.okishakyo.or.jp/html/kyoubo/

社会福祉法人�

沖縄県共同募金会�
社会福祉法人�

沖縄県共同募金会�
社会福祉法人�

沖縄県共同募金会�

▲歳末たすけあい贈呈式
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こ
の
制
度
は
、　

歳
以
上

６５

の
高
齢
の
夫
婦
な
ど
で
評
価

額
が
５
０
０
万
円
以
上
の
住

居
用
不
動
産
を
持
ち
な
が
ら

も
生
活
維
持
が
困
難
で
、
そ

の
ま
ま
だ
と
生
活
保
護
に
該

当
す
る
世
帯
に
対
し
住
居
用

不
動
産
を
担
保
に
生
活
資
金

の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　

貸
付
資
金
が
一
定
額
（
評

価
額
の
７
割
）
ま
で
達
し
た

と
き
、
ま
た
は
、
債
務
者
が

亡
く
な
っ
た
場
合
に
、
不
動
産
を
売
却
し

て
返
済
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
資
産
を
持
ち
な
が
ら
も
、

子
や
親
類
な
ど
の
扶
養

義
務
者
が
い
な
い
、
ま

た
は
扶
養
義
務
者
で
は

生
活
維
持
が
困
難
な
場

合
に
有
効
だ
と
考
え
ら

れ
、
借
入
を
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
住
居
に
住

み
続
け
ら
れ
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

生活福祉資金制度が一部変わります。�生活福祉資金制度が一部変わります。�
平成19年度より�

要
保
護
者
向
け
長
期
生
活
支
援
資
金
制
度
を
創
設�

1

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

　

こ
れ
ま
で
、
緊
急
か
つ
一

時
的
に
生
活
が
困
難
に
な
っ

た
世
帯
に
貸
付
を
行
っ
て
き

た
資
金
で
す
が
、
平
成　

年
１９

４
月
よ
り
限
度
額
が
５
万
円

か
ら　

万
円
に
上
が
り
ま
し

１０

た
。
こ
れ
は
、
生
活
の
維
持

の
た
め
に
世
帯
が
多
重
債
務

に
陥
る
こ
と
を
未
然
に
防
止

す
る
観
点
か
ら
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
資
金
を
利
用
し
て
他
の
負

債
返
済
に
あ
て
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
生
活
維
持
の
た
め
の
緊
急
で
一
時

的
に
お
金
が
必
要
な
と
き
に
貸
付
を
行
う

も
の
で
す
。

生活福祉資金制度が一部変わります。�生活福祉資金制度が一部変わります。�
平成19年度より�

緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
上
限
額
を
変
更�

2

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

相
談
・
詳
細
に
つ
い
て
は
本
会
、
ま
た
は
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

お知らせ�

生活福祉資金制度が一部変わります。�生活福祉資金制度が一部変わります。�生活福祉資金制度が一部変わります。�
平成19年度より�平成19年度より�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�
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判
断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢
者
や
障
害

者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常

金
銭
管
理
の
支
援
と
し
て
、「
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
）」が
定
着
し
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

悪
徳
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
や
金
銭
搾

取
等
の
虐
待
問
題
等
、
対
応
困
難
な
事
例

も
増
加
し
、
成
年
後
見
制
度
と
の
連
携
に

よ
る
権
利
擁
護
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
会
で
は
、
地
域
住
民
へ
の
権
利
擁
護

相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
す
る
た
め
に
、

県
内　

か
所
の
各
市
町
村
で
の
成
年
後
見

４１

制
度
利
用
支
援
の
状
況
を
中
心
に
「
高
齢

者
・
障
害
者
の
権
利
擁
護
体
制
整
備
に
関

す
る
状
況
調
査
」
を
実
施
し
、　

ヵ
所
か

３８

ら
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
調
査
結
果
の
概
要
の
一
部

に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
窓
口
設
置
は　

％ 
５３

　

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
設
置
状

況
に
つ
い
て
「
設
け
て
い
る
」
と
回
答
し

た
の
が　

ヵ
所
（　

％
）、「
設
け
て
い
な

２０

５３

い
」が　

ヶ
所
と
両
極
に
分
か
れ
た
。「
設

１８

け
て
い
る
」
と
回
答
し
た
多
く
の
市
町
村

で
は
専
用
の
窓
口
や
相
談
日
を
設
置
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
担
当
課
に
て
、
相

談
ご
と
に
随
時
対
応
し
て
い
る
な
ど
、
業

務
の
一
環
と
し
て
相
談
支
援
を
し
て
い
る
。

権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
（
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
等
）
に
お
け
る
当
該
市
町
村

社
協
と
の
連
携
状
況
に
つ
い
て
は
、「
月

に
１
〜
２
回
程
度
連
携
を
取
っ
て
い
る
」

市
町
村
は
１
割
程
度
で
あ
り
、
相
談
が
あ

ま
り
多
く
な
い
状
況
が
う
か
が
え
た
。
一

方
で
、
相
談
が
あ
る
場
合
は
頻
回
に
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
窓
口
の
広
報

に
つ
い
て
は
、 「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

へ
掲
載
を
し
て
い
る
」
な
ど
の
回
答
が
挙

げ
ら
れ
た
。

　

「
市
町
村
長
申
立
て
要
綱
整
備
」
は
、　

　
　

ヶ
所　

％ 

１５

４０

　

本
来
、
成
年
後
見
制
度
の
申
立
人
は
４

親
等
内
の
親
族
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
人

に
身
寄
り
が
な
い
場
合
は
、
市
町
村
長
が

申
立
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
内
で

の
市
町
村
長
申
立
て
の
要
綱
整
備
を
し
て

い
る
の
は　

ヵ
所（　

％
）。
そ
の
う
ち
平

１５

４０

成　

年
度
以
降
、
申
立
て
実
績
が
あ
る
の

１５
は
、　

ヵ
所
（　

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
最

１３

３４

も
実
績
の
高
か
っ
た
の
は
沖
縄
市
で
９
件
。

検
討
し
た
が
申
立
て
に
至
ら
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
市
町
村

長
申
立
て
の
ニ
ー
ズ
の
状
況
は
、「
あ
ま

り
な
い
」
と
回
答
し
た
の
が　

％
と
、
相

５７

談
が
少
な
い
状
況
が
う
か
が
え
る
結
果
と

な
っ
た
。

全
国
的
に
も
市
町
村
長
申
立
て
の
件
数
は

少
な
く
、
最
高
裁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
平

成　

年
度
で
全
体
の
３
％
弱
に
と
ど
ま
る
。

１７
そ
の
背
景
と
し
て
は
、「
制
度
が
そ
れ
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
」、「
家
族
が
す
べ
き

と
い
う
意
識
が
強
く
、
利
用
す
る
こ
と
の

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
て
い
る
」、「
相
談
場

所
が
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の
要
因
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

「
申
立
て
経
費
・
後
見
人
報
酬
助
成
な　

　

ど
の
予
算
あ
り
」は
、　

ヶ
所　
　

％　

１７

４５

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
有
効
と
認
め

ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
に
資
産

が
な
い
、
ま
た
は
無
償
で
後
見
事
務
を
引

き
受
け
て
く
れ
る
親
族
も
い
な
い
場
合
な

ど
の
支
援
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
利
用

支
援
事
業
（
申
立
て
経
費
や
後
見
人
報
酬

な
ど
の
費
用
負
担
が
困
難
な
ケ
ー
ス
の
補

助
事
業
）
が
あ
る
。
県
内
で
の
利
用
支
援

事
業
予
算
措
置
の
状
況
は
、「
予
算
措
置

を
し
て
い
る
」
が　

ヵ
所
（　

％
）、「
予

１７

４５

算
措
置
を
し
て
い
な
い
」
が
、　

ヵ
所
（　

２１

５５

％
）と
な
っ
て
い
る
。「
予
算
措
置
を
し
て

い
な
い
」
市
町
村
の
う
ち
、「
流
用
・
補
正

で
対
応
」
が
２
ヵ
所
、「
次
年
度
以
降
措
置

予
定
」
が
３
ヵ
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
申
立
て
経
費
助
成
実
績
あ
り
」
７
ヵ
所　

　

「
後
見
人
報
酬
助
成
実
績
あ
り
」
３
ヵ
所　

　

平
成　

年
〜
平
成　

年
ま
で
の
３
年
間

１５

１７

で
、
申
立
て
経
費
に
対
す
る
助
成
の
実
績

が
あ
る
の
は
、
恩
納
村
、
金
武
町
、
沖
縄

市
、
中
城
村
、
宜
野
湾
市
、
浦
添
市
、
南

城
市
の
７
ヵ
所
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
後
見
人
へ
の
報
酬
助
成
の
実
績
が
あ
る

の
は
、
恩
納
村
、
金
武
町
、
沖
縄
市
の

３
ヵ
所
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
高
裁
の
統
計
に
よ
る
と
、
後
見
人
の

担
い
手
は
、「
親
族
」
が
約
８
割
で
残
り
は
、

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
等
の

専
門
家
と
な
っ
て
い
る
が
、
専
門
家
等
に

依
頼
す
る
場
合
は
、
金
銭
的
に
大
き
な
負

担
と
な
る
。
特
に
市
町
村
に
よ
る
申
立
て

の
場
合
、
親
族
が
後
見
人
に
な
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
報
酬
助
成
等
の
問
題
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題 

　

市
町
村
の
取
り
組
む
成
年
後
見
制
度
利

用
支
援
の
状
況
は
、全
国
的
に
も
地
域
格

差
が
あ
り
、県
内
で
も
同
様
の
結
果
と

な
っ
て
い
る
が
、要
綱
の
整
備
や
予
算
措

置
の
状
況
は
進
ん
で
き
て
い
る
。し
か
し
、

制
度
利
用
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
潜
在
化
し
、

相
談
ま
で
至
っ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
た

め
、社
協
の
総
合
相
談（
心
配
ご
と
相
談

等
）や
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業（
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
）等
を
通
し
て
、ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、市
町
村
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
や
地
域
住
民
へ
の
成
年
後
見
制
度
の

周
知
を
図
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

生活福祉資金制度が一部変わります。�生活福祉資金制度が一部変わります。�
平成19年度より�

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
権
利
擁
護�

体
制
整
備
に
関
す
る
状
況
調
査
」か
ら�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
の
現
状�
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ソウェルクラブへ加入してください�

第２次沖縄県社協21プラン推進の１年次評価概要�第２次沖縄県社協21プラン推進の１年次評価概要�第２次沖縄県社協21プラン推進の１年次評価概要�

　『県社協の活動強化』の基本目標１での市町村社協の地域福祉活

動計画策定推進では、市町村社協側の策定への認識等にも課題が

ある。県民児協活動では、実践事例研修の充実が求められている。

基本目標２のボランティア活動では、企業の社会貢献活動及び勤

労者のＶ活動の促進事業が今年度から自主事業での取り組みとな

る。基本目標３では、７つの種別協議会組織の各種部会活動や協

働事業への課題があり、認定個人情報保護団体事業では、施設・

事業者等の個人情報保護の基盤整備状況の把握や普及活動の強化

を要する。基本目標４では、加速する福祉制度改正等の情報を適

確に読み取る力量を高める研修内容等の検討を要する。基本目標

５での生活福祉資金貸付事業では、償還指導等の促進での評価は

高いが、民生委員活動での貸付償還の困難性や制度上の問題点等

の研究が課題である。障害者自立支援法・障害者福祉サービス推

進では、市町村社協や各種別協議会、作業所等

を対象にした研修等の強化推進に努める。高齢

者総合相談事業では、県から平成２１年度に廃止

の打診があるが、相談件数の増加とともに弁護

士や医師等による専門相談も多い。県社協とし

ては、本事業の継続による総合相談機能の強化

の方向で県と調整しており、本委員会や総合企

画委員会での総合相談機能の位置づけやビジョ

ン（体系）の明確化による積極的な提言活動を

図る必要がある。基本目標６での地域福祉権利

擁護事業の待機者増の問題は、生活保護受給者

の事務費負担が要因となっており、補助金増額

を県へ要請している。市町村社協の個別支援の

範囲での可能性にも着目し、基幹的社協以外の

各社協でも権利擁護や成年後見までの繋ぎの独

自サービスの推進が可能となる支援も必要であ

る。基本目標７での総合企画委員会関係は、本

県の山積する福祉課題対応への重要度や優先順

位等を勘案し推進する必要がある。

　『県社協の経営基盤強化』の基本目標１では、

会費の見直しの検討を要し、経営執行体制の強

化では、担当理事制の導入や役員研修等の充実

を図る必要がある。基本目標２では、県の財政

状況等も勘案し、県社協の今後の財源確保の基

本方針や具体策を明確化した対応を要す。事

務・事業（スクラップ＆ビルド）では、ＮＰＯ

法人や外部評価等の導入等も視野に入れた検討

を要する。コストマネジメントの強化では、消

耗品等の集中管理だけでなく、大きな発想や枠

組みで捉えた対応を要する。基本目標３では、

職員間の情報の共有化や専門性・技術のスキル

アップ、計画的・体系的な職場内研修の充実強

化を要す。基本目標４では、総合相談センター

機能の充実や福祉情報ライブラリーの管理シス

テムの整備を図る必要がある。

  評価委員会が１５４項目を評価

　沖縄県社協では、昨年度末に第２次県社協

２１プラン（推進期間：平成１８～２２年度の５年

間）の推進評価や進行管理を行う評価委員会

（委員長：神里博武氏）と本委員会WG（本

会の部所長等で構成）を設置し、１年次の評

価を行った。本プランの体系（基本計画：基

本目標と活動目標）は、本会の活動強化 （１３３

項目）と経営基盤強化（２１項目）、計１５４実施

計画項目で構成されている。基本目標別の１

年次評価概要は下表のとおりですが、評価に

おける課題等の概要は次のとおりである。

割　合（％）基　本　目　標

１　市町村社協との連携強化と
支援の充実

　　（実施計画：１４項目）

県
社
協
の
活
動
強
化

２　県民参加による福祉社会の
形成

　　（実施計画：８項目）

３　社会福祉施設・団体の支援
　　（実施計画：１２項目）

４　社会福祉事業従事者の資質
向上と研修事業の推進

　　（実施計画：１２項目）

５　県民への福祉サービス事業
の推進（実施計画：２７項目）

６　利用者の立場に立った福祉
基盤づくり

　　（実施計画：１０項目）

７　企画・情報機能の強化
　　（実施計画：６項目）

１　経営体制の充実強化
　　（実施計画：６項目）

県
社
協
の
経
営
基
盤
強
化

２　財政基盤の強化
　　（実施計画：８項目）

３　事務局体制の強化
　　（実施計画：４項目）

４　沖縄県総合福祉センター機
能への対応

　　（実施計画：３項目）

　１年次評価は、実施計画１５４項目（個別評価票）をＡＢＣの三段階方式とし、
内部評価（事務局）と総合評価（評価委員会）で行った。詳細（実施計画評
価一覧表）は、本会のホームページに掲載。

基本目標別の１年次評価概要
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50.0 50.0

33.3 66.7

7.1�

8.3

3.7

66.6 16.7 16.7

50.0� 42.9�

16.7 75.0

40.7 55.6

16.7 50.0 33.3

66.6 16.7 16.7

75.0� 25.0�
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０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００

評価基準 （説明）
　Ａ：実施計画 （目標） が達成できた。
　Ｂ：一応の達成はされたが改善を要する。
　Ｃ：達成できなかった。
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年
度
講
習
会
等
の
お
知
ら
せ

１９
●
高
校
生
の
た
め
の
福
祉
の
仕
事

　

入
門
教
室　

５
月
〜
７
月

　

福
祉
分
野
へ
の
進
路
希
望
者
や
関
心
の

あ
る
高
校
生
を
対
象
に
福
祉
の
職
場
、
職

種
、
資
格
取
得
方
法
な
ど
に
つ
い
て
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

●
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー　

７
月
５
日

　

福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
に
、
福

祉
の
仕
事
の
基
本
的
な
考
え
方
や
就
職
状

況
、
資
格
取
得
方
法
等
を
説
明
す
る
こ
と

に
よ
り
、
就
職
活
動
を
効
率
的
に
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

●
福
祉
の
仕
事
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

　

６
〜
７
月

　

福
祉
の
仕
事
や
資
格
に
つ
い
て
の
概
要

説
明
や
個
別
相
談
を
内
容
と
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
宮
古
・
八
重
山
地
区
で
実
施
し
ま

す
。

●
介
護
支
援
専
門
員
受
講
試
験
対
策

　

集
中
セ
ミ
ナ
ー

　

８
月
４
・
５
日
、
９
月　

・　

日　
　

１５

１６

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

に
受
験
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

介
護
支
援
分
野
を
中
心
に
受
講
試
験
対
策

集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

　

利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス　
　

〜　

月

１０

１１

　

福
祉
系
養
成
校
の
卒
業
年
次
に
あ
る
学

生
に
対
し
、
効
率
的
な
就
職
活
動
を
行
う

た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
の
求
人
状
況
や
利
用

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

●
福
祉
の
職
場
説
明
・
面
接
会

　

平
成　

年
１
月　

日

２０

２２

　

（
北
部
地
区
は
１
月　

日
予
定
）

２９

　

求
職
登
録
者
、
福
祉
人
材
養
成
校
等
、

学
生
や
一
般
を
対
象
に
、「
福
祉
の
職
場

説
明
面
接
会　

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ

ア
」を
開
催
し
ま
す
。
県
内
の
求
人
者（
施

設
・
事
業
所
等
）
と
の
面
談
・
福
祉
の
仕

事
総
合
相
談
な
ど
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

採
用
の
情
報
や
仕
事
の
内
容
・
職
種
・
資

格
な
ど
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
ま
す
。

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
県県県県県県県県県県県県県県県県
福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材
研研研研研研研研研研研研研研研研
修修修修修修修修修修修修修修修修
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
だだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりり

沖
縄
県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

※県社協HP内、人材センターにて各種セミナー等の情報提供をしていますのでチェックを忘れずに！

ソウェルクラブ�
おきなわ�

☆新年度の各種申請がスタート�

「福祉の職場を元気にする！！」ソウェルクラブ（福利厚生センター）

では、社会福祉従事者の福利厚生充実のために39種類もの様々

なサービスを提供しています。�

（各種サービスに関しては下記連絡先までお問合せください。）�

入学お祝品贈呈�

結婚・出産お祝品贈呈�

資格取得記念品贈呈�
会員の子供が小学校、

中学校に入学した場合�

に、5,000円の商品券

を贈呈します。�

働きながら社会福祉に

関する専門資格を取得

した会員に、5,000円

相当の記念品を贈呈し

ます。�

　みなさんのお知り合いにソウェルクラブ未加入の
法人の方がいらっしゃいましたら、ぜひ加入をお勧
めください。会員数の増加によりサービスがますま
す充実します！！�
みなさんのソウェルクラブです。�
　たくさんのご意見・ご要望をお寄せいただき事業
に反映していきます。�

結婚された会員（結婚

お祝品）、出産された

会員または配偶者が出

産された会員（出産お

祝品）には１万円の商

品券を贈呈します。�

ソウェルクラブへ加入してください�ソウェルクラブへ加入してください�

加入申込み・お問合せ先�

TE L：098-882-5703ソウェルクラブ沖縄事務局�
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●
活
動
方
針

　

民
生
委
員
制
度
創
設　

周
年
を
迎
え
た

90

本
年
、
未
だ
地
域
住
民
は
各
地
で
多
発
す

る
自
然
災
害
へ
の
不
安
、
児
童
や
高
齢
者

へ
の
虐
待
、
子
ど
も
が
被
害
に
遭
う
犯
罪

や
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、
様
々
な
悪
徳
商

法
や
詐
欺
に
よ
る
消
費
者
被
害
、
多
重
債

務
問
題
な
ど
多
く
の
暮
ら
し
辛
さ
や
生
き

辛
さ
を
抱
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
要
と
し
て
そ

の
役
割
が
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
会
で
は
、
各
関
係
機
関
・
団
体
と
の

密
接
な
連
携
の
も
と
、
ひ
と
り
一
人
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
が
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
相
談
・
支
援
活
動
を
積
極
的
に
展

開
で
き
る
よ
う
、
単
位
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
を
中
心
と
し
た
活
動
支
援
体
制

の
整
備
と
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

協
働
体
制
の
強
化
を
促
進
す
る
。

　

ま
た
、
誰
も
が
地
域
で
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
活
動
と
し
て
、

全
県
下
に
お
い
て
児
童
委
員
活
動
第
二
次

強
化
推
進
運
動
や
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ

な
い
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展

開
す
る
。

●
重
点
活
動
目
標

　

「
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
活
動
の
強
化
」
を
目
指
し
、
組
織

力
を
活
か
し
て
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

連
携
を
密
に
し
つ
つ
、
各
地
域
の
実
情
に

対
応
し
た
次
の
重
点
活
動
を
推
進
す
る
。

�
組
織
強
化
並
び
に
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
資
質
向
上
を
図
る
。

�
福
祉
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
支
援
を
図

る
た
め
、
組
織
活
動
並
び
に
個
別
支
援

活
動
を
強
化
推
進
す
る
。

�
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
啓
発
活
動
の
推

進
並
び
に
わ
か
り
や
す
い
活
動
の
展
開

を
図
る
。

●
実
施
事
項

�
組
織
強
化
の
取
り
組
み

�
会
務
の
運
営

�
全
国
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
各
県
民
児
協
会

長
会
議
等
へ
の
参
加

�
地
区
、
市
町
村
、
単
位
民
児
協
の
運
営

及
び
活
動
強
化
の
取
り
組
み

�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
資
質
向
上
の

取
り
組
み

�
大
会
・
研
修
会
等
の
開
催
及
び
派
遣　

①
第　

回
沖
縄
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大

26
会

②
民
児
協
会
長
研
究
協
議
会
・
研
修
会

③
児
童
委
員
活
動
強
化
推
進
運
動
研
究
協

議
会

④
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
協

議
会

⑤
市
町
村
民
児
協
事
務
局
担
当
職
員
会
議

⑥
小
規
模
離
島
民
児
協
出
前
研
修
会

⑦
地
区
別
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
研

修
会

�
全
国
大
会
・
研
修
会
等
へ
の
参
加
・
派

遣
�
部
会
・
委
員
会
活
動
の
推
進

 【
児
童
福
祉
部
会
】

　

テ
ー
マ
「
こ
ど
も
の
夢
と
未
来
を
育
む

児
童
委
員
活
動
の
推
進
」

①
児
童
福
祉
課
題
の
分
析

②
支
援
内
容
・
方
法
・
体
制
等
に
関
す
る

調
査
・
研
究

③
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
、
意

見
具
申
等
に
よ
る
改
善
強
化

県 民 児 協 �
広報情報誌�
－第1 9号－�

〜
暮
ら
し
に
福
を
も
た
ら
す
人
〜�

沖縄県民生委員�
児童委員協議会�

事務所�
沖縄県総合福祉センター�

連絡先�
ＴＥＬ.（098）882-5813�
ＦＡＸ.（098）882-5814

●

平
成　

年
度　

沖
縄
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
事
業
計
画 
●

19

　

３
月　

日
に
開
催
し
た
県
民
児
協
第
２
回
県
総
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
の

20

19

活
動
方
針
な
ど
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
次
の
と
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
紹
介
し
ま
す
。

比較増減
（△は減）

前 年 度
予 算 額

本 年 度
予 算 額

科　　　　　目

款

09,0249,024１．会　費

51222,42722,939２．補助金

011３．事業収入

099４．利子収入

011５．寄付金

△ 6651,520855６．雑収入

011７．積立金取崩収入

1,10611,107８．繰越金

95332,98433,973収　入　合　計

比較増減
（△は減）

前 年 度
予 算 額

本 年 度
予 算 額

科　　　　　目

款

△ 1943,8073,613１．会費

1,21320,85622,069２．事業費

02,3762,376３．単位民事協助成金

05,8775,877４．分担金

011５．積立金支出

△ 666671６．予備費

95332,98433,973支　出　合　計

１．収入の部　33,973 千円 単位：千円

２．支出の部　32,984 千円 単位：千円

本年度予算額 33,973 千円

前年度予算額 32,984 千円

比較増減（△は減） 953 千円

平成１９年度　沖縄県民児協収支予算

19 福祉情報おきなわ

④
課
題
の
共
有
及
び
取
り
組
み
推
進
を
図

る
た
め
の
研
究
協
議
会
の
開
催

 【
地
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
】

　

テ
ー
マ
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発　

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
の
推

進
」

①
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
推
進

委
員
の
育
成

②
単
位
民
児
協
に
お
け
る
防
災
・
減
災
意

識
の
啓
発

③
沖
縄
県
運
動
推
進
要
綱
に
も
と
づ
く
取

り
組
み
支
援

④
課
題
の
共
有
及
び
取
り
組
み
推
進
を
図

る
た
め
の
研
究
協
議
会
の
開
催

 【
総
合
企
画
委
員
会
】

①
沖
縄
県
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
強
化

方
策
の
策
定

②
研
修
内
容
・
体
系
の
検
討
及
び
策
定

�
福
祉
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
支
援
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み

�
低
所
得
者
世
帯
支
援
の
強
化

�
子
育
て
世
帯
支
援
強
化

�
障
害
者
世
帯
支
援
の
強
化

�
高
齢
者
世
帯
支
援
の
強
化

�
共
通
の
取
り
組
み

�
地
域
住
民
や
関
係
機
関
・
団
体
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み

�
広
報
紙
「
ふ
く
ら
し
ゃ
」
の
発
行
（
年

６
回
）

�
民
生
委
員
の
日
、
民
生
委
員
活
動
強
化

週
間
の
展
開

�
趣
旨

　

平
成　

年
に
制
度
創
設　

周
年
を
迎
え

１９

９０

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
福
祉
の

推
進
役
と
し
て
、
住
民
の
立
場
に
立
ち
、

住
民
と
共
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
ど
の
よ
う
な

立
場
の
人
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
人

な
の
か
、
地
域
社
会
の
方
々
に
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
た
、
活
動
の

基
盤
と
な
る
住
民
や
関
係
機
関
等
と
の
信

頼
関
係
を
一
層
築
い
て
い
く
た
め
に
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動
強

化
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
に
合
わ
せ
、
日
頃
の
必

要
な
活
動
が
十
分
に
行
え
る
よ
う
地
域
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
理
解
・
信

頼
し
て
も
ら
う
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

�
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「 
広
げ
よ
う　

地

域
に
根
ざ
し
た　

思
い
や
り 
」

�
実
施
期
間　

平
成　

年
５
月　

日（
土
）

１９

１２

〜
５
月　

日
（
金
）

１８

�
各
地
区
の
取
り
組
み　

各
市
町
村
の
実

情
に
応
じ
て
各
種
取
り
組
み
を
実
施
し

ま
す
。

�
実
施
主
体　

単
位
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
沖
縄
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
活
動
強
化
週
間�

平成 19 年度沖縄県社会福

祉協議会人事異動により、

沖縄県民生委員児童委員協

議会事務局も変更がありま

したので紹介します。�

�

沖縄県民生委員児童委員�

協議会事務局�

　事務局長　又吉　康夫�

　担当職員　久根次　薫�

　　　　　　玉村　英之�

　　　　　　高橋　那青美�

また、今回、県民児協担
当職員として4年間勤め
られました新崎盛信さん
が異動になりました。本
当に4年間おつかれ様で
した。�

県民児協事務局�
変更のお知らせ�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
活
動
強
化
週
間

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
活
動
強
化
週
間�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
　
活
動
強
化
週
間�

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

 （
当
時
）
は
、
昭
和　

年
（
１
９
７
７

５２

年
）
に
、
毎
年
５
月　

日
を
「
民
生

１２

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と
す
る
こ

と
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
正

６
年
（
１
９
７
１
年
）
５
月　

日
に

１２

岡
山
県
済
世
顧
問
制
度
設
置
規
定
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の

で
す
。

▲那覇市民生委員パレード

 「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

日
」
と
は 
・ ・ ・

民生委員制度９０周年記念事業スローガン　「広げよう 地域に根ざした 思いやり」
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